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令和８年度 海南市立加茂川小学校スクールプラン

【海南市学校教育基本方針】

・ 確かな学力を育成する

・ 豊かな心や感性を育む

・ 健康でたくましい心と体を育てる

・ 社会の一員としての自覚を育てる

・ 教育における重要課題の解決に取り組む

・ 学校運営を改善・充実させ、教師としての素質

・能力を高める

【保護者・地域の願い】

・確かな学力をつけた子になってほしい

・自分も人も大切にできる子になってほしい

・命を大切にし、心身共に健康な子どもになって

ほしい

・ふるさとを愛し、誇りを持つ子になってほしい

【前年度学校評価】

・子どもは楽しそうに学校に通っている。

・目指す教育やその取組を保護者によく知らせている。

・心の教育や健康向上に努めている。

・読書習慣に課題がある。

・「困ったときに、教職員に相談できる」の項目に課題

がある。

【児童の実態】

・あいさつができる。

・素直で明るい。

・係活動や委員会活動などに積極的に取り組むことが

できる。

・人の意見や話を聞きとることに課題がある。

・他者とコミュニケーションをとることが苦手な子ど

もがいる。

【 目指す学校像 】

笑顔・あいさつ・思いやりがあふれる学校

【 目指す児童像 】

(1) 自分も他の人も大事にする子

(2) よく聞き、よく発表し、進んで学ぶ子

(3) よく遊び、よくきたえ、よく働く子

重
点
目
標

◎｢聞く･書く･伝え合う｣活動の重視

◎子どもの意欲を引き出す工夫

○基礎学力･家庭学習の充実

○読書活動の充実

◎児童会活動等の充実

◎自己肯定感・自己有用感の高揚

○体験活動の充実

○キャリア教育の推進

◎体育授業や外遊びの充実

◎食育指導・健康指導の充実

○基本的な生活習慣の定着

○危機管理・自己管理意識の醸成

◎育友会・地域との連携

◎地域人材による出前授業

○校区のこども園・中学校との連携

○授業や学校行事の公開

具
体
的
な
取
組

指
標

○めざす児童像を明確にし、校内

研究授業実践等を行う

○「和歌山の授業づくり基礎基本

３か条」の実践と自己評価の実践

○「家庭学習の手引き」による指

導充実や読書タイムの推進

○Q-Uの結果を活かし、互いの良

さを認めあえる集団作りを行う

○児童が主体となる学校行事・

係活動・委員会活動の実施

○縦割り活動の推進により勤労

・協力・リーダー性を高める

○食育に関する体験学習の充実

○基本的な生活習慣を身につけ

させる指導の充実

○外遊びの励行と体力テスト実

施や結果の活用

○安全教育の定期的な実施

○学校便り等を通しての情報発

信と公開授業実施

○コミュニティスクールの活用

○地域人材による農産物体験学

習や出前授業の実施

○幼稚園・中学校への体験学習

･県学習到達度調査で各学年・各教
科で県平均を上回る
・保護者アンケートで「基礎基本を
しっかり学ばせている」９０％以上
・家庭学習提出率９０％以上

・Q-Uアンケートの実施と児童理解
校内研修会の実施（合計年２回）
・Q-Uアンケートで学級生活不満足
群の割合で全国平均以下
・体験的な活動を各学年複数回実施

・外部講師等による食育に関する取
り組みを全学年実施
・体力テストでD判定以下割合３０
％以下
・安全教育を学期に１回以上実施

・中学校区での連携（年２回以上）
・地域人材による出前授業(3回以上)
・毎月学校便り発行、HPで公開
・保護者アンケート「授業参観や懇談
の機会が適切だ」(８５％以上）


